仕 様 書 ②

1 品目

全身麻酔装置　アポロ 

2 購入目的

安全で質の高い麻酔管理への要求が高まっているなか、新生児から成人までを対象として正確な呼吸管理を可能とするベンチレータ、機器の安全な状態を確保するためのチェック機能や補正機能などを有する麻酔器の役割が重要となっている。大気汚染の原因となる麻酔ガス(揮発性吸入麻酔薬、亜酸化窒素)の使用を必要最小限に抑え、かつ麻酔薬使用量を抑制可能な低流量麻酔を、安全に行えることも重要である。

3 基本構成

1） 麻酔器本体




2） 麻酔ガスモニタ　　　　　　　　　　　　　　　　

3） ベンチレータ




4） 患者システム




5） 気化器


　　　　　　

6） 薬液注入器　　　　　　　　　　　　　　  　　　　

7） 耐圧ホース　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

8） 余剰ガス排出装置




9） マニュアルバック用アーム　　　　　　　　 　

10） 予備用ガスボンベホルダー
　　　　　　 

4 機器仕様

 4-1 麻酔器本体

（1） 酸素、亜酸化窒素、空気の３ガス方式であること。

（2） ガス中央配管圧力をデジタル数値で表示する機能を有すること。

（3） 酸素供給が停止した場合、音響および可視アラームが発生すること。

（4） 最低酸素濃度維持機構を有すること。

（5） 電源遮断時にも手動換気、フレッシュガス・麻酔薬が供給可能であること。

（6） 酸素･笑気及び麻酔薬節減の為、低流量・極低流量麻酔が可能であること。

（7） 手術室内のスペースを確保するため幅900mm以内であること。

（8） 手術室内既存のPhillips社製生体情報モニタの搭載が可能なアームを有すること。

（9） 流量やモニタデータを表示する12インチのＴＦＴカラーディスプレイを装備すること。

（10） 気道内圧波形、mean圧 、peak圧 、PEEP、呼吸回数、一回換気量、分時換気量　　　　　　吸気酸素濃度、フレッシュガスフローデータを外部出力できる機能を有すること。

（11） 気道内圧値をデジタル表示する機能を有すること。

（12） 気道内圧波形、フロー波形、麻酔薬濃度波形、CO2波形、酸素濃度波形から３波形を選択して表示する機能を有すること。

（13） P-V、F-Vループの表示ができること。

（14） 波形や数値データをそれぞれ見やすい位置にレイアウト変更ができること。

（15） ディスプレイの照度を調整できること。

（16） 手元を照らす照明を装備していること。

（17） 電気回路テスト、酸素センサ校正、フローセンサ校正、リークテスト・測定、コンプライアンステスト・測定の自動自己診断機能を有すること。

（18） リークテスト・コンプライアンステストの結果数値を表示できること。

（19） ログブックを内蔵しパラメータデータ等を記録できること。

4-2 麻酔ガスモニタ

（1） 内蔵タイプであること。

（2） 炭酸ガス濃度を測定、表示すること。

（3） 麻酔薬の種類を自動認識すること。

（4） 酸素、亜酸化窒素、麻酔薬の吸気・呼気濃度を測定、表示すること。

（5） ガス測定モジュールの校正は自動で行うこと。

（6） MAC値を表示できること。

4-3 ベンチレータ

（1） 電気駆動であること。

（2） ピストンシリンダー方式であること。

（3） 手動換気／自発呼吸、従量式換気、従圧式換気に加え、ＰＳやＳＩＭＶ機能を有すること。

（4） 換気モードの変更が素早くできるように、換気モードハードキーを備えていること。

（5） 新生児使用時、ベローズやセンサの交換が必要無いこと。

（6） 換気回数は３～100回/minの範囲で設定できること。

（7） PEEP機能を標準装備し０～20cmH2Oの範囲で設定できること。

（8） 従量式換気時、新生児から成人まで使用できるよう、一回換気量は5～1400mlの範囲で設定できること。

（9） 吸気ポーズ比は０～60%の範囲で設定できること。

（10） 従量式換気時、気道内圧の上昇を防ぐためプレッシャーリミット機能を有し　　　　　　10～70cm/H2Oの範囲で設定できること。

（11） 従圧式換気時、最大吸気圧は５～70cmH2Oの範囲で設定できること。

（12） 従圧式換気時、吸気流速は設定した吸気時間に合わせて自動設定されること。

（13） 従量式換気から従圧式換気への切替え時に容易に換気量を確保するため　　　　　従量式換気時のプラトー圧が自動的に従圧式の上限圧となる機能を有すること。

（14） 正確なコンプライアンス補正機能を有し患者の肺コンプライアンス値を表示すること。

（15） ベローズの重さによるPEEPのかからない構造であること。

（16） 患者の呼気ガスが接触する部分は全て滅菌にかけられること。 

（17） 呼吸音を擬似的に発生し、呼吸の状態を音で確認できる機能を備えていること。

4-4 患者システム

（1） 麻酔器本体から着脱可能で清掃が容易であること。

（2） 換気量はホットワイヤー方式で正確に測定できること。

（3） カニスターは1.5L以上あること。

（4） 呼吸回路の滅菌が全て可能で分解、組立てが容易であること。

（5） 新生児の体温低下を軽減するため呼吸ガスを38度に加温する機構を有すること。

 4-5 気化器

（1） セボフルレン気化器は安定した濃度が得られるソリッドメタル方式による内部自動温度補正機能を有すること。

（2） 低流量領域において精度が高く濃度が安定していること。

（3） 定期交換部品の無いこと。

（4） 薬液容量はセボフルレン360ml以上デスフルレン300ml以上であること。

（5） 薬液濃度はセボフルレン8%以上、デスフルレン18%以上を有すること。 

（6） デスフルレン気化器は5分間のバックアップバッテリーを備えていること

（7） 搬送時にどの位置・角度でも搬送が可能であること。

 4-6 薬液注入アダプター

（1） 誤注入を防ぐため、薬液別にボトル接続部分に切り込みが入っていること。

（2） 誤注入を防ぐため、薬液別に気化器注入部分の形状が異なっていること。

 4-7 耐圧ホース

（1） 誤接続を防ぐため、ガス別にアウトレット接続部分の形状が異なること。

（2） 誤接続を防ぐため、ガス別にホース部分の色が異なること。

 4-8 余剰ガス排出装置

（1） 患者に陰圧のかからないオープンリザーバタイプであること。

 4-9 マニュアルバック用アーム

（1） アームの昇降が容易で、使いやすい位置に簡単に変更できること。

 4-10 予備用ガスボンベホルダー

（1）予備用ボンベ（酸素・亜酸化窒素）が各1本麻酔器後面に収納可能であること。

